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株式会社ヨロズサステナブルマニュファクチャリングセンターにおける 

太陽光発電設備及び蓄電設備の運用開始について 

株式会社ヨロズ（以下当社）は、国内子会社の株式会社ヨロズサステナブルマニュファ

クチャリングセンター（岐阜県安八郡輪之内町）において、2024 年 10 月に工場の屋上、

従業員駐車場および来客者用駐車場に 2,310kW のメガソーラー級の発電容量を持つ屋上タ

イプ、カーポートタイプの自家消費型太陽光発電設備＊及び蓄電設備を施設し、運用を開

始しました。 

本工場は、しろくま電力株式会社（東京都港区、代表取締役：谷本貫造）との協業のも

と、すでに消費電力の 100%はグリーン電力としておりますが、今回の施策は太陽光発電

設備で再生可能エネルギーをつくり本工場において自家消費をすることで、環境への付加

価値を高める更なる取り組みとなります。 

また、太陽光によって発電された電力を、新たに設置した蓄電設備に一部蓄電し、平常

時の再生可能エネルギーの活用を進めるだけでなく、非常用電源としても蓄えます。災害

時の避難場所として地域の方々に当社を利用していただくことも予定しています。 

 当社は、こうした取り組みを通して環境意

識を高め、また、地域との共生を通して「自

然の恵みに感謝し、地球環境との調和ある成

長を目指します」の環境理念のもと、引き続

き持続可能な社会の実現に貢献してまいりま

す。 

*コーポレート PPA スキームを活用し、合同会社
NaF（東京都港区・代表社員：NCS アールイー
キャピタル株式会社（NEC キャピタルソリュー
ション株式会社 100%子会社））を事業会社と
し、しろくま電力株式会社が設計施工した太陽
光発電設備 

以上 


